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８月９月と大学は夏休み。ゆ
っくり充電のはずの夏休み
は、執筆、会議に、大会運営
にと、フル活動の２ヶ月とな
った。放電？それともこれこ
そが充電？ 
 
「剱岳」へ 
8 月 5 日 

村山口で合宿をしていた静岡オリエ
ンテーリングクラブのレースに参加し
た。全日本リレーに向けて久しぶりに
オリエンテーリングをしたかったが、
「行く」と決めて、朝早く起きるのも
辛い。幸か不幸か朝 6 時に目覚めたの
で、行かない理由がなくなってしまっ
た。4.7kmで 47 分は日沢の特性を考え
ればまあまあのタイムだろう。時々出
場するアドベンチャーレースやトレイ
ルランニングに備えているので長い距
離には抵抗感はないが、スピードが続
かない。秋への課題が一つつかめた。 
 
8 月 6 日 

8 月後半に行なわれている文部科学
省登山研修所の大学生向け夏山登山の
講習に呼ばれていたが、ウクライナで
世界選手権がある。そう伝えると専門
員の東さんが非常に残念がっていたの
で、事前に踏査してナヴィゲーション
のポイントに関する課題を作って残し
ていくことにした。2年くらい前に新田
次郎の「剱岳＜点の記＞」を読んで、
是非一度は剱岳に登りたいとも思って
いた。 

この日は登山研修所に泊めてもらう
つもりだったが、東さんの官舎に泊め
てもらった。明日黒部の上の廊下に上
がる高知大学の山岳部の学生と一緒だ。
立ち入った話はしなかったが、東さん
は昨年度まで私立学校の教員をしてい
たという。考えるところあって、教職
を辞め、この職に就いたという。彼も
僕と同じ 1960 年生まれ。四十にして惑
う。 
8 月７日 

朝一番のケーブルカーで、美女平か
ら室堂へ。そこから歩いて剱沢へ。東
さんに電話で予約をとってもらった剱
沢小屋に荷物をデポして、剱岳に向か
う。「剱岳」によれば、明治初期陸軍の
陸地測量部が「初登頂」を果たす前に
は、剱岳は「登れない山、登ってはな

らない山」とされてきた。それが今や
老若男女、誰でも登る。当然毎年数件
の遭難事故がある。先日も鎖場で風に
あおられた男性が転落して、頭蓋骨粉
砕の即死だった。そんな知識が頭の中
で交錯し、気持ちが高揚する。帰りも
後ろのグループが石を落とした。遠目
に見えるくらいの石が、隣の沢に転が
っていった。 

剱岳から帰ってきたのが、13:30。小
屋に留まるにはまだ早い。行動食と水
を追加して、今度は立山に登る。15 年
以上前、富山での学会の帰りに登った
が、その時は雄山までで、最高峰の大
汝に登るのは挫折していた。大汝まで
ピストンして、16時過ぎに小屋に戻る。 

剱沢小屋では、大学院時代の先輩が
金沢大学のスポーツ専攻の学生を引率
して登山をしているのに偶然にも出会
い、しばし昔を懐かしむ。 

 
8 月 8 日 

久しぶりの山小屋泊で、疲れていた。
ルートを検討したが、結局最もアップ
の少ない室堂経由で素直に黒四ダムに
向かう。今や室堂から歩いて黒四に下
る人などほとんどいない。途中ヤブこ
ぎに近い部分があるなど、ルートもか
なり荒れていた。体調自体は動きはじ
めやや辛さがあるが、後半は気持ちよ
く歩けた。それでも疲れがたまってい
たのだろう、最後に痛恨の捻挫。歩け
る程度の捻挫でよかった。3km ばかり少

し脚を引きづりながら、なんとか黒四
ダムに到着した。 

 

読図ワーク校了 
8 月 9 日 

ヤマケイの山本さんとメールのやり
とりをしながら、読図問題本の校正を
続けた。時間の制約がある中、一日中
文章を書いていると疲れる。夜は宮内
と夕飯を食いながら、読図本の校正を
続ける。本っていうのは、企画段階が
一番楽しい。問題を次から次に作って
いる瞬間もイマジネーションが働く。 

だが、それを商品にするために、文
章を推敲し、問題を確認し、図版を作
成するという具体的な形を作り上げる
作業には、マリッジブルーのような憂
鬱感がつきまとう。結婚ならやめれば
いいが、企画が決まった本はやめられ
ない。今回は宮内と二人でその辛さも
やや和らぐ。 

 
8 月 11 日 

土曜日だが、時間に余裕のない校正
の添付ファイルが送られてくるので大
学へ出向く。ゆっくり起きて、自転車
で大学にいき、気持ちよく仕事して、
昼は開放されている大学のプールで泳
いで…。仕事をしながら夏の楽しみを
満喫した一日だった。 

 
8 月 14 日 

ウクライナ出発まで３日。山本さん

Ｆａｓｔ life, slow life 
 

読み物 

村越真のオリエンテーリング日誌 

▲憧れの剱岳山頂にて。気分は柴崎芳太郎（立山周辺が初めて地形図に測量された時、剱岳
に「初」登頂した測量官） 
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から次々と校正の原稿がメールや託フ
ァイル便で送られてくる。この段階な
の、「このミスもあのミスも直ってい
ない。送ったはずの図版が入っていな
い！」おまけに、「空いた頁のコラム
800 字３本、明日までにお願いします」
とか・・・。出発前の完成に対して、
絶望的な気分になる。15 日は、再び宮
内と清水のファミレスで深夜まで最後
の校正を行なう。校了と宣言するには
気になるできだが、後は山本さんに任
せるしかない。 

 

ウクライナへ 
8 月 17 日 

エールフランスの夜便でウクライナ
に出発。夜便は必ずしも好きではない
が、昼間のんびり仕事をして、プール
に入り、ゆっくりでかけ、人気の少な
くなる成田を旅立つ雰囲気は悪くない。
利佳ちゃんから、sideB を楽しんでくだ
さいねのメールがあった。日程をみる
とほとんど会議で、その合間にレース
観戦がある。行く前からやや食傷気味
だったが、会議の時間など、滞在時間
の半分以下なのだ。本当はオリエンテ
ーリングが SideB のはずなのに、間違
ってヒットしてしまい、こちらも SideA
のようになってしまった。きっとそう
いう人生と、今後もつきあって生きて
いくのだろう。 
 
8 月 18 日 

パリまでに飛行機ではよく眠れた。
パリで 3 時間ほど待ってキエフ行きに
乗る。キエフ空港では、最初オーガナ
イザーが見つからず、タクシーの運ち
ゃんにつきまとわれる。市内まで 200
グリムニャだという。知らん顔してい
ると、150 にすると言ってきた。全く乗
る気がなかったので、しばらく街まで
の公共交通を探す。観光バスや自家用
車はロータリーに並んでいるのに、公
共交通らしいものがない。諦めてタク
シーに乗る前にもう一度空港ロビーに
戻ってみると、ようやく運営者の迎え
が見つかり、バスに案内してくれた。 

まずは、日本チームの宿にいく。番
場にクスリと流動食を渡して、そのま
まスプリントの予選へ。残念ながら通
過はなかった。さすがに疲れて、9時半
ごろに眠る。 

 
8 月 19 日 

ロング予選の会場にチームの手伝い
に出かける。今回のイベントアドバイ
ザーは秋田のワールドゲームズでねち
ねちと監督されたノルウェーのオイビ
ン・ホルトだ。チームの選手やコーチ
から「バスが来なかった」「モデルイベ
ントが終了時間より前に片付けられて

しまった」など、散々な話を聞かされ
ていたので、スタートで会った時、「あ
んたにもコントロールできないことが
あるんだね」と皮肉を言ってやった。
奴は珍しく弱音を吐いていた。もとも
と小心ものだからな、オイビンは。そ
して十指に余るアシスタントをノルウ
ェーその他の国から投入していた。 

 
今日のロングでの日本チームの可能

性は決して小さくはなかったはずだが、
一人の通過者もなくがっかり。２日間
ジェリー以外の物を全く食べられなか
った番場はスプリントを走ったが、さ
すがにロング予選はスキップした。ミ
ドルならチャンスがある。 

 
8 月 20 日 

今日はミドル予選だが、理事会が始
まり、観戦は叶わなかった。朝から夕
方まで延々やって、さすがに疲れる。
今日も通過はなかった。力不足という
以上に、ミスで自滅してしまった感が
ある。番場などは、何度も途中で歩い
て直接帰ろうと思ったという。 

 
17 時よりチームの夕食に合流するた

めチームの宿にいくと、ロブが羽鳥相
手にミーティングで「怒る練習」をし
ていた。結果が出ないことはもちろん
残念だが、それ以上にチームに「闘志」
が感じられないことに対して、彼なり
に働きかけたかったに違いない。まだ
男子のリレーは残っているが、開会式
を前にして、選手個人にとっての世界
選手権はほとんど終わってしまったの
だ。 

 
8 月 21 日 

午前中は理事会で、午後からは非ヨ
ーロッパ諸国のミーティングが行なわ
れた。今でも、IOF の地域会議は「ヨー
ロッパ」と「非ヨーロッパ」。国際化な
どといっても、実情はヨーロッパ外は
おまけなのだ。そんな中でも、今回の
ミーティングではWGの出場のあり方や
ワールドカップのあり方など、もろも
ろの意見交換ができた。国の数がただ
触れることではなく、こういう自律的
な議論ができるような場が生まれるこ
とこそ、オリエンテーリングが真に国
際的なスポーツになる前提条件なのだ
ろう。 

 
8 月 22 日 

ミドル決勝。天気がよく朝から暑い。
会場でも日向にいると消耗する。主催
者に昼食に招かれるも、ほとんど食べ
る気になれない。 

夕方、アジア地区会議。カザフスタ
ンから2011年の冬季アジアゲームにス
キーO を取り入れるための取り組みへ

の協力要請があった。 
規約では、最低４ヶ国の参加チーム

が必要である。日本とカザフ、2009 年
にアジア初のスキーO の世界選手権が
北海道で開催される。難しいかもしれ
ないが、不可能な数でもない。その後
は、来年韓国で開かれるであろう第一
回のアジア選手権の特別ルールを議論
した。動き出せば、仕事は増える。誰
かがそれをしなければならない。 

 

▲スプリント最終コントロールを通過する
加藤選手。 

 
▲次回こそリレーに。悔しさを胸にリレー
を観戦する番場と小暮。 

 
▲ウクライナの世界選手権。地元の運営力
に不安がもたれ、小心者のＳＥＡのオイビ
ンが頼れる仲間をかき集めた。あっちにも
こっちにもイベントアドバイザーのアシス
タントが… 

 
8 月 23 日 

せめてロング決勝の日だけでも涼し
くと願ったが、またもや朝から暑そう
な一日が始まった。男子 18km。世界選
手権史上もっとも長い距離である。比
較的平坦ではあるが、4/5 程度にあるス
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ペクテーター区間では、選手が疲弊し
た状態でやってき、水分補給をし、コ
ーチからスポンジで身体を冷やしても
らったりしている。 

 
フィンランドのミンナ・カウピがい

いタイムでスペクテーター区間を通過
する。2005 年のワールドカップと北欧
選手権の時から注目し続けていたミン
ナだが、世界選手権ではなぜかシモー
ネに勝てない。この日は、スペクテー
ター区間ではやはりフィンランドのヘ
リ・ユッコラに追いつかれたシモーネ
には勝てそうな気配だったが、逆にヘ
リにはややリードされている。シモー
ネは意地で最後の 2km でヘリを振り切
ったが、ミンナのタイムを上回りそう
もない。この 4 年間で、コンタクトを
落とす不運で優勝できなかったスウェ
ーデン大会を除けば勝ち続けているシ
モーネが 3 位になり、ヘリが初優勝を
飾るのか、ヘリは最終コントロールへ
のアプローチでミスをして、ミンナと
きわどいタイムである。会場を盛り上
げてきたアナウンサーもあまりのきわ
どさに、公式計時を参照した。そして、
結果は、なんとヘリとミンナの同タイ
ム。世界選手権史上初の同タイム優勝。
昔の五輪で日本の２選手が棒高跳びで
金メダルを分け合った逸話を思い出し
た。 

 
8 月 25 日 

ウクライナを離れる日が来た。リレ
ーの直後に会場を後にしたバスが時間
通りにこないなどのトラブルがあった
が、送りの車は定刻にやってきた。心
配した出国の問題もなかったが、心配
していたパリの乗り継ぎは本当に危機
一髪だった。 

乗り継ぎ時間は 55分。シャルルドゴ
ールのターミナルは 2F に到着するが、
日本への便は 2Bから出発する。誘導の
バスがあったはずだが、看板を見逃し
たらしい。国際線どうしの乗り継ぎな
のに、一回入国しなければならない羽
目に陥った。その列をしのぐのに20分。
ターミナル間にバスは走っているが、
夜も 11時近く。バスを待っていたら間
に合わないだろうと判断して歩くが、
ターミナルのチェックインカウンター
につくまでに 20分近くを要した。とこ
ろが 23時をすぎて、チェックインカウ
ンターは全てしまっていた。そこにい
た空港の係員に聞くと、「今日はもう
遅い。あした来いという。」出発時刻 10
分前。普通ゲートはもうしまっている。
ナイーブな旅行者ならここで諦めたか
もしれないが、荷物が積まれている以
上そのまま飛び立つはずは絶対にない。
「冗談じゃない乗り継ぎ便のはずだろ、
第一俺の荷物乗ってるんだぜ」。散々騒

ぐと、じゃあ、１階のインフォメーシ
ョンへ行けという。そこのお姉ちゃん
が、係員のいるトランスファーのカウ
ンターに案内してくれた。やはり僕の
せいで、機内では荷物の数と対応させ
るための人数確認が始まっていた。そ
のせいか、脚ののばせるドア際の席と
なった。 

 
帰国時のもう一つのトラブルは、大

学においていた車のバッテリーがあが
っていたことだ。やや劣化していたの
で、10 日間もたなかったのだろう。チ
ャコは綾のサッカーの合宿に出かけて
いた。仕方なく荷物だけはおいて走っ
て帰ることにした。一瞬気がめげたが、
案外気持ちよく走って帰れた。 

 
8 月 29 日 

愛知教育大学の実習で戸隠に向かう。
ほぼ 1 年ぶりに 5 時間を超えるドライ
ブをした。無事到着したが、交感神経
が興奮し、鎮めるのに時間がかかった。
夜半に雨が降り出した。天気予報を見
ると、明日も明後日も雨のようだ。 

 
8 月 30 日 

愛知教育大の一行が到着した。雨は
降ったりやんだり。予定していた屋外
での地図読み実習はとりやめ、屋内で
できることを、準備した教材を使って
行なった。読図ワークブックの執筆の
ためにためた写真や教材が役立つ。 

 
翌31日はメインのプログラムである

スコアオリエンテーリング。午前中の
ミニ・オリエンテーリングはやはり雨
だったが、短い時間なので、傘をさし
て体験してもらう。午後もやはり雨が
降っていたが、全員大学の陸上部で雨
の中での試合・練習には慣れているの
で、90 分のスコアオリエンテーリング
を実施した。雨で十分なプログラムの
消化はできなかったが、「実際にやっ
てみて、はじめて等高線の意味がわか
りました」というコメントが嬉しかっ
た。 

 
最終日の１日は、先方の都合で朝早

めに終了になった。5年間眺めながら登
ったことのない戸隠山に登ることにし
た。戸隠高原から眺める戸隠山は、ど
こに登山道があるのかと思うほどの岩
壁に囲まれた山だ。それは覚悟の上だ
ったが、実際登ってみると、岩場の連
続は予想以上だった。核心部は、「ここ
は普通鎖場だろう」と思うくらいのえ
ぐさだった。自分の後ろにいる初老の
夫婦は果たしてここを通過できるのだ
ろうか、ちょっと気になった。 

下りは鎖場に嫌気がさして、連峰を
軽く縦走して、戸隠牧場に降りた。眺

望のよい縦走路、沢を下る道から、裾
野のトレイルまで変化に富んだランニ
ングが楽しめた。 

 
9 月 2 日 

4 日ぶりにメールを開けてみると大
量のメールが来ていた。その中に世界
選手権の主催者からの「ご挨拶」メー
ルが来ていた。大会への参加へのお礼
と、大会中の不具合へのお詫び、そし
て現在の心境について語ったメールだ
った。差出人は、イベントオフィスの
チーフを務めていたジュリアだった。
「大会が終わったら、きっととっても
幸福でほっとした気分になれるのだろ
うと、１月前に思っていた。でも終わ
ってみると不思議なことに、皆さんの
期待に応えようと必死にやっていたあ
のきつい時間がないことに物足りなく
さえ思う」 

自分も２年前に同じことを経験した。
共感を覚えて返事を書いた。「今はき
っとまだ興奮しているけれど、間違い
なく疲れているから、健康に気をつけ、
十分休養とってね」と。2日後に返事が
きた。「そう確かに疲れているわ。昨日
は、『誰かの登録を忘れた！』、『地図
が必要な枚数ない！』そんな怖い夢を
見て飛び起きたの。でも、残念なこと
に休んでいる時間はないわね。私のこ
の夏の休暇は全て WOC のために使って
しまった。先週の月曜日から仕事な
の。」欠点のない世界選手権ではなかっ
た。それは彼らもよく承知している。
でも、同時に彼らが精一杯やったこと
も私たちは分かっている。弱小国での
世界選手権が印象深いものになるのも、
そんなオーガナイザーの努力の賜かも
しれない。 

 

「チャンピオン」たちと 
9 月 9 日 

朝 5:40 に起きて、マウンテンバイク
を自走して清水駅まで。そこから電車
で修善寺まででかけて伊豆サイクルス
ポーツセンターで行なわれているマウ
ンテンバイクの講習会に参加した。研
修会や講習会の講師をすることは日常
だが、講習会の参加者になるのは、多
分オリエンテーリングのディレクター
への移行講習以来数年ぶりだろう。新
鮮な気分だ。今回は午前が体力測定、
午後が安曇野アドベンチャーレースの
主催者でアトランタ五輪の日本代表の
小林さんが講師という願ってもない内
容だったので、ちらしをもらった１週
間前に、定員を気にしながらあわてて
申し込んだ。参加者が少ないとのこと
だったが、着いてみると一人。「小林さ
ん独り占め？」実際には職員の 11歳に
なる娘さんと二人だが、こんな贅沢な
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講習会があるだろうか。向こうは向こ
うで、「11歳の女の子と 47歳の初心者
の、きっとメタボのおじさんかあ・・・」
と思っていたそうだ。体力測定の
VO2max は推測値だが、61。思っていた
よりも落ちていないことで、モティベ
ーションもあがった。 

今日の講習は「初心者対象」コース
だったが、当然二人のためにカスタマ
イズされて、おまけに安曇野主催者の
A&F のメンバーも加わって、講習という
よりも11月に開かれるレース対策にな
ってしまった。帰りは沼津まで自走し
てくたくたになったが、それに見合う
収穫のある講習会だった。翌日は、朝
からやや疲れ気味。あちこち筋肉痛。 

 
▲ＭＴＢ講習会。小林可奈子さんとＡ＆Ｆ
のメンバーと。 
 
9 月 15 日 

顧問をしている大学弓道部の師範が
九段に昇進した。米寿、本の出版と慶
事がかさなり、この日が記念のパーテ
ィーである。4人いる来賓の一人、しか
も挨拶もせよという。伝統的芸道のお
祝いに来賓として呼ばれたらいくら包
めばいいのだろう。さすがに１万では
恥ずかしいだろうと思って、剣道をし
ている同僚に尋ねると、「いくらでも
いいんじゃない。お祝いする心があれ
ば」という。困って、１万円とりあえ
ず包んだが、ロビーに到着するなり、
「あ、絶対だめ」と直感できるような
パーティーだった。 

参加者の平均年齢が 66歳。弓道関係
者がほとんどだが、段位は全て 6-8 段
という人ばかりだ。師範の親戚や部代
表の学生 1 名を除けば、僕が一番年下
くらいの勢いだった。 

改めて経歴を聞くとすごい。史上た
った一人の天皇杯２連覇。昭和の時代
に改訂された弓道教本の 188 枚の写真
のうち、1/3 近くのモデルにもなってい
る。まだまだ自分は青二才だ。 

 
9 月 17 日 

久々のリレーでワクワク感があった。
軽い胸痛はあるが、走れば辛いのは当
然だ。登りはスピードに乗れず、前半
あっという間に 2 分後の松澤に追いつ
かれる。紺野にはくらいついたが、こ
ちらもミスしてみすみす松澤に再び追

いつくチャンスを失う。そんなに速く
ないのに、胸は十分追い込まれている。
終わってみれば、トップと 10%強差がつ
いた。ランニングスピードがその程度
遅くなっていることを考えれば当然か。
ちょっとばかり「悔しい」と思ったこ
とも収穫だ。もうだめなのか、まだや
れるのか、煩悶は続く。 

 

ひょっとしてやる気？ 
9 月 18 日 

心理学会で東京に出たついで御徒町
のアートスポーツに行って、ヘッドラ
イトを買った。散々迷って、店員の説
明も聞いて、プリンストンの３Wの LED
ランプを購入。車のヘッドランプかと
思う明るさで、これならヘッドランプ
だけで十分野山で走れ、地形を把握で
きる。12000 円也。山岳耐久レースに向
けてやる気になっている自分を発見。 

 
9 月 22 日 

三保で練習会。自分の家の近所で集
合して、すぐ近くの森で 50人を越える
オリエンティアが練習する。とっても
北欧気分。暑い中トップスピードで走
り、疲れまくったが、ハイな一日。翌
日の北海道訪問に備えて、夜東京へ移
動。 

翌日は朝一の飛行機で、スキーO世界
選手権の準備のため北海道へ。まずは
北大大会に参加して北大 OLC に協力を
依頼する。夜はコンパまで参加してし
まった。今時珍しい学生らしいコンパ
を楽しむ。でも自分が顧問している静
大だったら、あのコンパはとても危な
くてみてられないな。 

翌 24、25 日は、道協会会長挨拶やル
スツの見学と宿泊の交渉。午後東京に
帰って、17時からは JOA の事務局で総
務会を主宰。 

 
▲三保での練習会で、松原と海岸を走る。 

 
9 月 26 日 

遭難対策の番組を作っているＮＨＫ
津放送局の取材を受けた。ちょうど好
日山荘の読図講習をやる日だったので、
そちらの方も取材していった。初級講
習として、地図記号や等高線の基本的
な読解を行なった。記号一つとっても、
ただ覚えるだけでなく、現実がどうな
っているかを知ることの必要性、原理

を複雑な実際の地形図に適用させる難
しさなど、初級だからこその地図読み
の深さを感じてもらえたようだ。 

 
▲好日山荘で、読図講習。この活動はまだ
ポテンシャルを秘めている。 

 
9 月 29 日 

三河トレイルランニング前日の講習
会。豊橋で横山さんと間瀬さんを拾っ
て、作手に向かう。間瀬さんは今や女
子トレイルランニング界のカリスマで、
あのほわーんとした語り口からは想像
できない強さを発揮している。この日
も、初対面の同乗者がトライアスロン
をしていると聞けば、クロールのこつ
を聞くし、横山さんとは延々身体のケ
アやトレーニング法の話をしつづけて
いる。目標にまっすぐ向かうというア
スリートとして最大の武器を、あのほ
わーんとした外見の中に持っている。 
 

 
▲三河トレイル前日講習会。横山さん（中
央）、間瀬さん（左）。キャミソール姿がか
わいい間瀬さんだが、背中にはもっと感動。 

 
9 月 30 日 

三河トレイルランニングレース。雨
中にもかかわらず、9割近い人が参加し、
泥だらけになりつつも走った。ショー
トコースでは誘導の失敗や、抽選会な
どの不手際も出た。多くの人が大会を
楽しんでくれるのはありがたいことだ
が、ハンドメードも限界に近づいてい
るのかもしれない。 

（村越 真） 


